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平成 28年８月 22日 広域連合議会資料  

 

旧飯田工業高校施設の利活用に関する長野県の意向及び 

知の拠点整備事業の今後の取り組みについて 

 

１ これまでの経過 

 ・５／11 長野県イノベーション推進本部会議で長野県航空機産業振興ビジョンを決定 

  長野県は地元自治体と連携し、国やＪＡＸＡの研究開発施設誘致や新たな実証試験施設等

の設置を検討することを記載 

 ※広域連合として県の考え方を受け入れ、地域振興の知の拠点は別に検討することを決定 

 ・７／22 知事・副知事・産業労働部長等による協議 

航空機産業を中心に県が積極的に関わり拠点を整備するとともに、全県の多様な産業振興

に波及させていく構想について確認し、利用計画が具体化している部分から分割して譲渡

していくことを確認 

 ・７／26 長野県知事と飯田市長(広域連合長)が懇談 

航空機産業の拠点整備、飯田工業高校の段階的な無償譲渡等について確認 

 

２ 長野県の意向内容について 

 ・平成 28 年度に無償譲渡される施設は、電気科混合棟、機械科棟、体育館棟 

 ・無償譲渡の条件 

①長野県全体の航空機産業等の振興に活用されること 

②長野県航空機産業振興ビジョンに基づき、試験、研究、人材育成等に資する用途に活用

されること 

・長野県と広域連合他が運営協議会（仮称）を設置し、課題の解決に向けて協議する。 

 ※産業センターが指定管理者として知の拠点内に機能を移転することについて、産業労働部

は了解している。 

 

３ 知の拠点整備事業の全体概要について 

 ・概算事業費：1,891 百万円（実施設計：30 百万円 改修整備工事：1,861 百万円） 

・整備工事期間：平成 28 年 10 月～平成 31 年３月 

 ・(公財)南信州・飯田産業センターの移転オープンは平成 31年４月を予定する。 

 ・本事業の実施による市町村負担額は、およそ 11億４千２百万円になる見込みである。 

・市町村の負担割合については、現在の(公財)南信州・飯田産業センターへの負担金の負担

割合で按分するということでご理解いただきたい。（この割合で試算すると、飯田市負担

額９億２千４百万円、町村負担額２億１千８百万円となる。） 

 ・今後は、国の緊急経済対策、地方創生推進交付金の追加等の動向に留意し、２期及び３期

工事の財源確保に努める。 

 ・管理混合教室棟については、国やＪＡＸＡ等の試験研究施設の誘致を目指す。利用計画が

明確になった時点で、長野県と協議する。 

・施設改修整備工事の概要については別紙１のとおり 

 ・施設譲渡後の施設管理に要する費用について予算措置が必要 別紙２ 

 

４ 今後の手続きについて 

 ・県に対して施設譲渡申請書を提出し、９月中に施設譲渡契約を締結 







 

管理混合教室棟 
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一期工事 
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学生談話室 

展示・体験コーナー、売店、カフェ 

着氷試験設備 

測定室、機械室、事務室 

実証実験設備 

 

屋内運動場棟Ｄ 

機械科棟Ａ 

電気科混合棟Ｂ 

管理混合教室棟Ｃ 

旧飯田工業高校 １Ｆ 

≪共創の場≫ 

≪南信州・飯田産業センター≫ 

情報発信 

ｽﾍﾟｰｽ 

自由空間 

ｺﾜｰｷﾝｸﾞ 

 

 

チャンバールーム、シールドルーム 

電波暗室・測定室 

 

 

 

 

 
 

機械室 電気室  

ＷＣ 

ＥＶ 

機械室、電気室改修 

 

トイレ増改築 

エレベータ増築 

エアコン設置 

（室内機・室外機） 

電灯設備ＬＥＤ化 

内部改修 

 

着氷試験設備導入 

 

ＥＶ 
ＥＶ 

ｴﾝﾄﾗﾝｽ 

ﾎｰﾙ 

 ≪南信州・飯田産業センター≫ 

風
除
室 

仮設入口 
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講義室 

会議室 
事務室 

教員室 

書庫 

給湯室 

教員室 
実験 

準備室 
実験室 

 

産業センター 

事務所 産業センター関連スペース 

会議室 

141.3 ㎡ 

 

ホール 

機械科棟Ａ 

電気科混合棟Ｂ 

管理混合教室棟Ｃ 

旧飯田工業高校 ２Ｆ 

≪南信州・飯田産業センター≫ 

≪信州大学≫ 

 

油庫  

試作実習 

屋内運動場棟Ｄ 
 

特別教室棟Ｅ 

 

 

  

ＥＶ 

ＷＣ 

トイレ改修 

電灯設備 LED 化 

エアコン設置（室内機） 

エレベータ増築 

内部改修 

 

電灯設備 LED 化 

防災盤設置 

 

ＷＣ 

ＥＶ 
ＥＶ 

貸スペース 

食品企業研究室 
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≪信州大学≫ 南信州キャンパス 

会議室 

141.3 ㎡ 

会議室 

121.5 ㎡ 

屋内運動場棟Ｄ 

機械科棟Ａ 

電気科混合棟Ｂ 

管理混合教室棟Ｃ 

特別教室棟Ｅ 

旧飯田工業高校 ３Ｆ 

≪南信州・飯田産業センター≫ 

 

 ≪県・国≫ 事務室・研究室・研究設備室 

ＥＶ 

ＷＣ 

トイレ改修 

電灯設備 LED 化 

エレベータ増築 

 

ＥＶ 

貸スペース 
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≪大学等≫ 大学サテライト機能 

インキュベート室、団体事務室、企業談話室、経営相談室 

屋内運動場棟Ｄ 

機械科棟Ａ 

電気科混合棟Ｂ 

管理混合教室棟Ｃ 

特別教室棟Ｅ 

旧飯田工業高校 ４Ｆ 

≪南信州・飯田産業センター≫ 

 

ＥＶ 

ＷＣ 

トイレ改修 

電灯設備 LED 化 

エレベータ増築 

 

ＥＶ 
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信州大学 航空機システム共同研究講座 
について 

H28.7.29 
信州大学航空機機システム共同研究講座コンソーシアム 役員会 
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実施体制 

信州大学 
信州大学航空機システム共同研究講座 

信州大学航空宇宙システム研究センター 
   （航空機システム部門） 

研究機関 

政府・ 
自治体 

地元 
産業界 

信州大学航空機システム共同研究講座コンソーシアム 
(公財)南信州･飯田産業センター，多摩川精機株式会社，長野県，南信州広域連合，飯田市， 

八十二銀行，飯田信用金庫，長野銀行，長野県信用組合 

大学院総合理工学研究科工学専攻 
航空機システムプログラム（仮）開設 

教育研究指導の開始 H29.4～ 

人材育成 

他大学 

アジアNo.1航空宇宙産業
クラスター形成特区 

研究開発テーマを要素技術にブレークダウン 
研究成果の統合化 

・飯田周辺地域等の企業との共同研究 
・国家プロジェクト申請，外部資金獲得 

研究開発 

産・官・金 

研究機関 他大学 

航空機用モジュール・システム関連の教育・研究 
 

・授業科目群（飯田で開講） 
・修士研究（地元企業・研究機関での実習，共同研究等） 

協力 協力 協力 協力 

事業 
報告 

運営 
支援 

共同 
研究 

連携 
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年次計画 
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

教 
 
育 

航空機システム・装備品事業分野の高度技術者の育成 
飯田市で実施 
特別の課程 
「電気機器関連制御技術」 
スキルアップコース（実施中） 

再 
編 

飯田サテライトキャンパスを利用した社会人対象講座 
特別の課程（短期プログラム：1年） 
スキルアップコースプログラムの実施 

飯田サテライトキャ ンパスを利用した学部4年生の卒業研究指導 

修士課程（2年） 総合理工学研究科工学専攻 
航空機システムプログラム（仮）の実施 

飯田サテライトキャンパスを利用した博士課程学生の教育・研究 

研
究 

南信州圏域全体での航空機産業開発拠点の形成 

信州飯田地域企業との共同研究，国家プロジェクトへの参画 

地
域
連
携 

連携市町村・関連企業・研究機関とのネットワークの強化 

共同セミナー・ワークショップ・シンポジウム等の開催 

拠点整備 
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立 

信
州
大
学
航
空
機
シ
ス
テ
ム
共
同
研
究
講
座 
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• 航空機の構成部品の４０％を占める装備品システム（油圧系統，空気圧系統，酸素系統，空調・
与圧系統，防除氷系統，防火系統，燃料系統，補助動力装置系統など）の開発に参画，信州大学
の有する先進的な技術を提供することにより，付加価値を向上． 

講座における研究テーマ (1/3) 
● 多摩川精機（株）等と連携，装備品システムの開発に参画 

• 航空機の構成部品の４０％を占める装備品システム（油圧系統，空気圧系統，酸素系統，空調・
与圧系統，防除氷系統，防火系統，燃料系統，補助動力装置系統など）の開発に参画，信州大学
の有する先進的な技術を提供することにより，付加価値を向上． 

航空機の装備品システム 

胴体 
（約２０％） 

翼 
（約１５％） 

エンジン 
（約２５％） 

装備品 
（約４０％） 

機体・構造 
（約３５％） 

航空機の価格配分 
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実施内容 
① 実機飛行教育（全国の大学生対象） 

実機飛行を大学教育に活用するためのカリキュラム･
教材を作成(FY28)，実施(FY29,30) 

② フライト教育・ミニ実験（各大学） 
実機飛行の予備教育のための教育カリキュラムを整
備，小規模での飛行実験等を実施 

③ アウトリーチ活動（中高生対象） 
中高生及び保護者に対し，進路選択の動機を高める
ことを目的とし，産官学が連携，見学会，体験会，
講演会等を各地で実施 

実施内容 
① 実機飛行教育（全国の大学生対象） 

実機飛行を大学教育に活用するためのカリキュラム･
教材を作成(FY28)，実施(FY29,30) 

② フライト教育・ミニ実験（各大学） 
実機飛行の予備教育のための教育カリキュラムを整
備，小規模での飛行実験等を実施 

③ アウトリーチ活動（中高生対象） 
中高生及び保護者に対し，進路選択の動機を高める
ことを目的とし，産官学が連携，見学会，体験会，
講演会等を各地で実施 

講座における研究テーマ (2/3) 

主管実施機関 名古屋大学 予算 

共同参画機関 
東京大学，信州大学，京都大学ほか
９大学，日本航空宇宙工業会 

FY28 FY29 FY30 総額 
14,950千円 14,560千円 14,560千円 44,070千円 

● 実機飛行を通した航空実践教育の展開 （宇宙航空科学技術推進委託費）  
次世代の航空科学技術を担う人材育成につなげることを目的とし，全国の大学，産業界が連携，自治
体等の協力も得て，実機飛行による実践教育及びそれにつながる啓発教育プログラムを展開 
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• D-SEND等，JAXA飛行実験プロジェクトのデータ解析 

• 「飛翔」の飛行実験データによる空力特性推定 

● JAXAとの連携 
• D-SEND等，JAXA飛行実験プロジェクトのデータ解析 

• 「飛翔」の飛行実験データによる空力特性推定 

講座における研究テーマ (3/3) 

風洞試験・CFDと比較 

飛行試験データから 
空力特性推定 

HSFD PhaseⅠ ALFLEX HSFD PhaseⅡ D-SEND #2 

飛行実験データは宝の山！ 



「知の拠点」形成に向けた考え方（素案） 

 

 

学輪 IIDA 

 

 

産業振興と地域振興の「知の拠点」構想 

（旧飯田工業高校） 

 

○旧飯田工業高校に「地域振興の知の拠点」を設置することが困難になったが、市としては当初の構想どお 

りナレッジリンクの一翼を担う知の拠点づくりを進める 

○旧飯田工業高校以外の場所に、「地域振興の知の拠点」を形成すべく取り組む 

○「地域振興の知の拠点」づくりを進めるとともに、産業振興の知の拠点や学輪 IIDA との有機的な連携を図る 

産業振興の「知の拠点」 

・信州大学航空機システム共同研究講座 

・南信州飯田産業センター・産業技術大学 

・信州大学南信州キャンパス 

・高等教育機関（構想：デザイン系大学院大学） 

地域振興の「知の拠点」 

・飯田市歴史研究所  

・アーカイブ機能 

・大学サテライト  ・大学研究室 

共創の場 

地域振興の「知の拠点」 

・飯田市歴史研究所  

・アーカイブ機能 

・大学サテライト   

・大学研究室 
◎旧飯田工業高校に整備を予定していた機関等の整備 

○飯田市歴史研究所や地域づくりアーカイブ機能など旧飯田工業高校に整備を予定していた機関等は、地域の教育・

研究機関や学輪 IIDA との有機的な連携を可能にする「地域振興の知の拠点」を構想し、実現に向け取り組む 

○なお飯田市歴史研究所は、平成 29 年 9月までに移転が必要なため、一時的な整備等も含め検討する 

教育・研究機能を高める 

地域の課題を解決する 

産業振興の「知の拠点」 

（航空機産業・多様な地域産業） 

 

地域振興の「知の拠点」 

 

 

 

 

 

目指す姿・将来像 

ネットワーク機能を高める 

信州大学 

産業センター 

 歴史研究所 飯田市公民館 

図書館 美術博物館 

人材育成機能を高める 

大学研究室 アーカイブ 

方向性 

インキュベート機能 

研究・検査機能 

共創の場 

知の拠点」形成に向けた考え方（素案） 

目指す姿・将来像 
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